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12B で::t 7% ， 12Nで::t 17%の核整列を得た。用いたスピン制御技術は， Mg 単結晶中での 12 B , 12N の核磁気共鳴
を基礎としている O 最近の Mg 中の 12B ， 12N の超微細構造相互作用の研究から， Mg 中での不純物の植えこみ位置
に，主たる植えこみ位置と異なる少数の成分を見つけた。今回，この少数の成分を含めてスピン制御する技術を開発
し，核整列度の決定精度を大幅に向上させた。
今回の実験から，核整列相関係数を α-= -0.174:t 0.0056 ， α+二一0.2774 土 0.0086 C%/MeV) と決定した。これ











12B と 12N の β崩壊で放出される β線の角度分布の，核スピン整列依存項の相関係数を精密に測定した。これらの
和から軸性ベクトル流の時間成分を精度良く決定した。理論との比較からメソン効果が成分の36%以上もあり巨大で
ある事を示した。実験の為に独自のスピン制御技術も開発した。
よって博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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